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公
民
館
活
動

揖
斐
公
民
館

《
ラ
ジ
オ
体
操
会
》

◆
日
時　

７
月
21
日（
日
）　

６
時
15
分
～

◆
場
所　

揖
斐
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
別
途
連
絡
あ
り

《
自
然
体
験
教
室
》

◆
日
時　

７
月
21
日（
日
）　

９
時
～

◆
集
合
場
所　

揖
斐
公
民
館

◆
体
験
場
所　

谷
汲
緑
地
公
園

《
ヨ
ガ
教
室
》

◆
日
時　

７
月
29
日（
月
）　

19
時
15
分
～

◆
場
所　

揖
斐
公
民
館

◆
持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
・
お
茶

　

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
着
付
け
教
室
》

◆
日
時　

７
月
30
日（
火
）　

９
時
30
分
～

◆
場
所　

揖
斐
公
民
館

《
夏
休
み
こ
ど
も
寺
子
屋
》

（
小
学
生
対
象
の
各
種
教
室
）

◆
期
間　

７
月
～
８
月

◆
集
合
場
所　

揖
斐
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
島
公
民
館

《
に
こ
に
こ
学
級「
水
遊
び
を
し
よ
う
」》

◆
日
時　

７
月
17
日（
水
）　

10
時
～

◆
場
所　

小
島
公
民
館

《
夏
休
み
体
験
教
室

「
鮎
の
つ
か
み
取
り
と
竹
パ
ン
に
挑
戦
」》

◆
日
時　

７
月
21
日（
日
）　

９
時
～

◆
場
所　

朝
鳥
公
園

《
家
庭
教
育
学
級

「
パ
パ
と
一
緒
に
星
空
観
察
会
」》

◆
日
時　

７
月
28
日（
日
）　

20
時
～

◆
場
所　

小
島
小
学
校

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

𦙾
永
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
》

◆
日
時　

７
月
21
日（
日
）　

９
時
～
13
時

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

《
𦙾
永
お
ど
り
練
習
会
》

◆
日
時　

７
月
27
日（
土
）　

14
時
～
16
時

◆
場
所　

𦙾
永
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

谷
汲
公
民
館

《
み
ん
な
揃
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
》

◆
日
時　

７
月
28
日（
日
）

　
　
　
　

７
時
～
７
時
30
分

◆
場
所　

谷
汲
総
合
運
動
場

　

※
雨
天
時
は
谷
汲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
持
ち
物　

ラ
ジ
オ
体
操
カ
ー
ド

　

※
雨
天
時
は
上
靴
持
参

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

久
瀬
公
民
館

《
久
瀬
地
区
軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
》

◆
日
時　

７
月
７
日（
日
）　

９
時
～
12
時

　

※
雨
天
時
は
7
月
14
日（
日
）
に
順
延

◆
集
合
場
所　
旧
久
瀬
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
内
容　

ク
ロ
ッ
ケ
ー
ゴ
ル
フ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

坂
内
公
民
館

《
親
子
体
験
鮎
釣
り
教
室
》

◆
日
時　

７
月
28
日（
日
）　

９
時
～
12
時

◆
集
合
場
所　

�

坂
内
振
興
事
務
所
前
の

　
　
　
　
　
　

坂
内
川（
か
じ
の
川
原
）

◆
募
集
対
象　

�

坂
内
地
区
、
揖
斐
川
町
内

在
住
の
親
子

◆
定
員　

40
名　

◆
申
込
期
間　

７
月
1
日
～
７
月
15
日

※
定
員
に
達
し
次
第
、
締
め
切
り

◆
そ
の
他　

�

服
装
、
持
ち
物
等
、
詳
細
は

決
定
後
に
連
絡

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

　

大
会
に
出
場
さ
れ
る
団
体
等
の
激
励
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

揖
斐
川
ク
ラ
ブ

（
小
島
野
球
・

　

清
水
野
球
）

揖
斐
川
Ｆ
Ｃ
jr

サ
ッ
カ
ー
少
年
団

Ｊ
Ｆ
Ａ
バ
ー
モ
ン
ト
カ
ッ
プ
第
29
回

全
日
本
Ｕ

－

12
フ
ッ
ト
サ
ル
選
手
権
大
会

揖
斐
ク
ラ
ブ

第
34
回
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

高
円
宮
賜
杯

第
39
回
全
日
本
学
童
軟
式
野
球
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
・
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
岐
阜
県
大
会
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「
ア
ー
ト
い
び
が
わ
２
０
１
９
」
が
、
揖

斐
川
町
の
目
指
す
姿
「
自
然
健
幸
の
ま
ち　

い
び
が
わ
・
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
」

の
一
助
と
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
多
数
の
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
会
期　

10
月
18
日
（
金
）
～
20
日
（
日
）

■
会
場　

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
は
な
も
も
」

【
美
術
部
門
】

■
部
門　

�

日
本
画
、
洋
画
、
書
道
、
写
真
、

彫
塑
工
芸
、
絵
手
紙

■
作
品
規
格

・
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
日
本
画
、
洋
画
は
１
０
０
号
以
内
（
額
装
）

・
水
彩
画
で
マ
ッ
ト
使
用
の
と
き
は
、
マ
ッ

ト
を
含
め
て
50
号
以
内
（
額
装
）

・
書
道
は
、
仕
上
が
り
寸
法
が
、
縦
・
横
各

２
４
２
㎝
以
内
で
額
装
。
必
ず
釈
文
を

添
え
て
く
だ
さ
い
。

・
写
真
は
、
四
ッ
切
～
全
紙

（
パ
ネ
ル
貼
り
、
ま
た
は
額
装
。
額
装
の
場

合
は
ガ
ラ
ス
な
し
と
し
ま
す
）

・
彫
塑
工
芸
は
、
一
人
で
運
搬
で
き
る
も
の

（
１
０
０
㎝
×
１
０
０
㎝
×
１
８
５
㎝
以
内
）

・
絵
手
紙
は
、
パ
ネ
ル
貼
り
、
ま
た
は
額
装
。

■
出
品
点
数　

一
人
一
点
（
各
部
門
）

　

出
品
料
は
無
料
で
す
。

■
出
品
資
格　

一
般
（
高
校
生
以
上
）

■
締
切
と
搬
入
日　

10
月
６
日（
日
）
９
時
～
11
時

（
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
）

■
賞　

町
展
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
、
入
選

募
集
要
項
、
出
品
申
込
書
は
、
揖
斐
川
町

役
場
、
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は

な
も
も
」、 

各
振
興
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
文
芸
部
門
】

種
　
目

題

応
募
点
数

短　

歌

雑
詠

二
首
迄

俳　

句

当
季
雑
詠（
夏
・
秋
）

二
句
迄

川　

柳

令
和

二
句
迄

狂　

俳

心
癒
す

は
じ
ま
り

一
題
一
句

連　

歌

第
３
「
５
・
７
・
５
」
冬

又
は
季
節
の
な
い
句

一
題
二
句

■
応
募
要
項

　

投
稿
用
紙
に
作
品
を
記
入
し
て
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

　

作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

　

投
稿
用
紙
は
、
各
振
興
事
務
所
・
揖
斐
川

町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
投
稿
用
紙
が
入
手
で
き
な

い
場
合
は
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

も
受
け
付
け
ま
す
。
任
意
の
様
式
に
種
目
、

題
お
よ
び
連
絡
先
を
必
ず
明
記
し
て
次
の
送

付
先
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
と
送
付
先

　

７
月
31
日
（
水
）〈
期
限
厳
守
〉

　

〒
５
０
１

－

０
６
０
３

　

揖
斐
川
町
上
南
方
２
７
番
地
７　

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」

　

Fax
２
３

－

１
２
２
０

　

文
化
協
会
事
務
局
ま
で
郵
送
ま
た
は
直
接

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
入
選
発
表　

10
月
中
旬

｢
ア
ー
ト
い
び
が
わ
２
０
１
９｣

作　

品　

募　

集

【
お
問
い
合
せ
】

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

文
化
協
会
事
務
局

　
（
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　

℡
２
２

－
１
１
２
０▲団対抗大縄跳びの様子

▲清掃奉仕活動の様子

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大
会
開
催

５
月
18
日
（
土
）
健
康
広
場
ア
リ
ー
ナ
で

第
42
回
揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
大

会
お
よ
び
清
掃
奉
仕
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
流
大
会
で
は
、
か
け
っ
こ
玉
入
れ
や
団

対
抗
の
大
縄
跳
び
な
ど
が
行
わ
れ
、子
ど
も
、

大
人
を
問
わ
ず
参
加
者
全
員
が
交
流
を
深

め
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

交
流
大
会
後
の
清
掃
奉
仕
活
動
で
は
、
競

技
で
使
用
し
た
い
び
が
わ
ア
リ
ー
ナ
内
の
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
利
用
さ
れ
る
多

く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
が
気
持
よ
く
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
フ
ロ
ア
の
ぞ
う
き
ん
掛

け
や
窓
ガ
ラ
ス
拭
き
を
行
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
心
と
体
を
鍛
え
た
い
子
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
揖
斐
川
町
の
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
指
導
者
も
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
揖
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

　
（
揖
斐
川
町
企
画
部 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
）

　

℡
２
１

－

３
１
０
０
（
内
線
１
２
６
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
活
動
中
！

芽
室
町
で
は
現
在
、
５
名
の
協
力
隊
が

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
遂
行
す
る
た
め
、
日
々
活

動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
回
は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
、
移
住
・
定
住
の
活
動
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

活
動
の
一
環
と
し
て
、
ま
ず
芽
室
町
の

情
報
や
魅
力
発
信
が
重
要
と
い
う
こ
と

で
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
ほ
か
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
、
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
複

数
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
使
う
こ
と
で
、
様
々
な

方
に
向
け
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
は
、
協
力
隊
員

が
作
成
し
た
芽
室
町
を
紹
介
す
る
動
画

や
、
芽
室
町
の
移
住
者
を
紹
介
し
た
動
画

を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル

マ
ガ
ジ
ン
で
は
、
芽
室
町
で
の
開
催
イ
ベ

ン
ト
や
、
東
京
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
の
参
加
情
報
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま

す
。協

力
隊
の
活
動
は
随
時
広
報
誌
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
他
、
今
回
紹
介
し
た
媒
体
で

発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。 だ

よ
り

芽

室

町

友
好
都
市
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令和元年度揖斐川町青少年育成町民会議総会が、５月18日（土）揖斐川町地域交流センター「はなもも」ホー
ルで開催され、基本方針・テーマや町民会議『青少年部会』『家庭部会』『環境部会』のそれぞれの活動計画など
が承認されました。また、１月に行われた中学生海外研修派遣団による報告と代表中学生による「わたしの主張」
作文発表が行われました。
総会で承認された町民会議３つの部会による活動内容は、次のとおりです。

テーマ 未来を語ろう　育てよう　見守ろう
部会名 青少年部会 家庭部会 環境部会

重点目標

青少年が地域社会の一員として自分
なりに考え、積極的に活動できるよう
に、地域の実情に応じて活躍できる場
や仕組みを創出する。

家庭は、ふれあいと安らぎの場であ
るとともに、人との関係のあり方や社
会のルールを学ぶ場でもあることを家
庭や地域が再認識し、家庭の大切さや
家庭のあり方について見つめ直すきっ
かけとして、岐阜県が定める「家庭の
日」の普及・啓発活動を小中学生を中
心に取り組み推進する。
「話そう！語ろう！わが家の約束～
わが家のあったか約束」運動を行い、
「家族のコミュニケーション」の促進
を図り、家族の絆を深める。

地域の人から子どもに、思いやりあ
ふれる言葉をかけながら見守ること
で、子どもが地域で安心して暮らせる
環境づくりを目指す「あったかい言葉
かけ」運動を推進する。
お互いを知ることにより言葉かけし
やすくなるよう、「顔見知り運動」を
推進する。

具体的な取組

○�青少年が積極的に活動できる場を創
出する
　・�中高生を対象に、公民館でのボラ
ンティア活動への積極的な参加を
呼びかけ。

　・�揖斐高生に対し、ボランティアに
参加することの意義を説明し、自
主的・積極的な参加を依頼し、地
域社会での活動の実績をつむ。

　・�中学生リーダーにラジオ体操の意
義を説明するとともに、地域での
活躍の場を創出。

　・�ボランティアカードを町内の小中
学校に配布し、ボランティア活動
をしやすい環境を創出。各学校か
らボランティアカードを回収し、
今後の青少年の活躍の場の創出に
つなげる。

○「家庭の日」の周知・啓発を継続する。
　・�夏休みに小中学生が制作した「家
庭の日」啓発図画、ポスターを集
め、地域交流センター「はなもも」
や各地域の公民館などで展示。

　・�町が発行する広報誌等への「家庭
の日」掲載。

○�「わが家のあったか約束」に取り組
み、家族時間を増やし、絆を深める。
　・�小中学生の家庭を対象に、家族の
揃いやすい冬休み期間を利用。

　・�各家庭の取り組みを学ぶために昨
年取り組んだ、素敵なあったか約
束を記載例として掲載。

　・�家族で取り組みを振り返り、お互
いの思いを共有。

○�あったかい言葉をかけられるような
工夫の実践を継続する。
地域行事で地域の人と子どもがふれ
あう機会をつくり、地域の人が子ど
もを知り、子どもが地域の人を知る
ことで気軽にあいさつや言葉かけが
できるように、行事の内容や取り組
みを工夫する。
　・�のぼり旗の作成を、子ども会等の
団体に周知・協力依頼し、作成し
たのぼり旗を行事で設置し活用。

　・行事などで名札を活用。
　・�大人から子どもへ積極的に話しか
け、顔見知り運動の推進。

　・あったかい言葉の作品募集。
　・�家庭で会話のできる環境を整え
る、ノーメディアデー・ノーゲー
ムデーの呼びかけ。

揖斐川町青少年育成町民会議総会開催！　～青少年の健全育成を願って～

平成30年度海外研修派遣団による発表

「かけがえのない命」	 今
いま

村
むら

瑚
こ

々
こ

実
み

さん　（揖斐川中学校３年）

「僕にできること」	 矢
や

代
しろ

　　壮
つよし

さん　（北和中学校３年）

「目指せ！元気で明るい大洞地区」	 藤
ふじ

田
た

　琉
る

那
な

さん　（谷汲中学校３年）

「僕たちが地域のためにできること」	 朝
あさ

倉
くら

　　邑
ゆう

さん　（坂内中学校３年）

「彩りのあるあたたかい世界の中で」	 池
いけ

田
だ

　　翠
みどり

さん　（西濃学園中学校３年）

青
少
年
の
作
文
発
表

第
40
回
カ
ヌ
ー

　

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
開
催

５
月
25
日（
土
）、
26
日（
日
）
の
２
日
間
、

朝
鳥
公
園
前
の
揖
斐
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技

場
で
国
体
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
今
秋
開
催
さ
れ
る
茨
城
国

体
カ
ヌ
ー
競
技
の
東
海
地
区
予
選
を
兼
ね

て
お
り
、
同
時
に
揖
斐
川
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
９
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
ワ
イ
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
競
技
会
も
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、
本
年
度
日
本

代
表
選
手
を
含
む
参
加
者
達
は
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
競
い
合
い
、
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー

タ
ー
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
部
門
で
は

揖
斐
川
町
カ
ヌ
ー
協
会
所
属
の
井
口
愛
梨

選
手（
北
和
中
三
年
）
が
優
勝
し
、
茨
城
国

体
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

同
揖
斐
川
会
場
で
は
８
月
に
全
国
ジ
ュ

ニ
ア
カ
ヌ
ー
大
会
、
９
月
に
は
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
の
最
終
戦
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
再

び
迫
力
あ
る
勇
姿
を
魅
せ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

▲カヌーワイルドウォーター競技の様子


